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観察路を歩くと、暑い真夏でもたくさんの種類のトンボやチョウなどの昆虫に出会います。 

夏が得意な昆虫たちは活動的で情熱的
じょうねつてき

？なのか、あちこちでカップルを見かけます。 

限
かぎ

られた時間のなかで、一生懸命
いっしょうけんめい

に子孫を残そうとする昆虫の営
いとな

みですね。 
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前号のセンターだよりで紹介した子ツバメたち。

7 月 10 日（左の写真）頃にはまだ、親ツバメが運んで 

くるエサを大きな口を開けて待っているだけでした 

が、19 日にはもう羽根も生え揃
そろ

い、今にも飛び立て 

そうに大きくなっていました（右上の写真）。そして 7月 20 日、 

巣を見上げると…あら？いつの間にか巣は空っぽになっていました。 

左の写真「あれ？どうして尾
お

を上げているの？」 

トンボは自分で体温調節
ちょうせつ

ができないらしく、真夏の暑い日、

強い日差しを受けて体温が上がりすぎないよう、腹部を挙
あ

げて直射日光が当たる面積を少なくしています。 

開館時間：午前９時～午後５時 (月曜日: 休館) 

住所：〒438-0016 磐田市岩井 315 番地   

電話：0538-39-3022  FAX:0538-39-3023

チョウトンボのカップル

ヤマトシジミ 

観察路わきの葉の上で、長

いことじっとしていました 

ヘリカメムシの仲間 

クズの葉の上で強い日差し

を浴びて交尾中 



…猛暑の中、たくさんの人がイベントに参加してくれました…

7 月 22 日(日)  10:00～11:30

7 月 29 日(日)  9:30～11:30

8 月 5 日(日)  9:30～11:30

※参加は無料です。申し込みは 

前日までにビジターセンターへ！ 

◎ 鳴く虫観察会 

* 日  程  ９月８日(土) 17:30～20:00（受付 17:00～） 

* 場  所  桶ケ谷沼ビジターセンター視聴覚室と野外 

       * 対  象  一般（小学生以下は保護者同伴で） 

       * 内  容   桶ケ谷沼のコオロギなど鳴く虫の学習をします 

       * 持ち物  水筒、ヘッドライトまたは懐中
かいちゅう

電灯
でんとう

、野外活動ができる服装

◎ アカトンボ観察会 

* 日  程  １０月１４日(日) 9:30～11:30（受付 9:00～） 

* 場  所  桶ケ谷沼ビジターセンター視聴覚室と野外 

       * 対  象  一般（小学生以下は保護者同伴で）     

        * 内  容  アカトンボの区別の仕方を教わった後、  

桶ケ谷沼でトンボの観察をします 

       * 持ち物  水筒、帽子、野外活動ができる服装  

◎ キノコ観察会 

* 日  程  １１月１８日(日) 9:30～11:30（受付 9:00～） 

◎ 環境にやさしい工作教室 

* 日  程  １２月１６日(日) 9:30～11:30（受付 9:00～）

講師から採集方法を教わると、子どもたちは待ちかねたように川に入り、魚

とりに夢中でした。採集した魚はフナやコイなど 12 種類でした。そのうち何

種類かの生態について講師から説明を聞いたあと、魚たちを桶ケ谷川へ

戻しました。（講師：野澤利治さん）

トンボには種類によって羽化の時期や成虫の寿命に違いがあることや

ベッコウトンボのお話などを聞いた後、野外観察に出かけました。オオ

シオカラトンボ、ギンヤンマ、チョウトンボ、ショウジョウトンボ、キイトトン

ボ、ベニイトトンボなど 14 種が見られました。（講師：細田所長）

紙や竹などを使って笛を作りました。紙を折って吹くだけで音が出る紙笛

やボール紙で作る紙ホイッスルは、作るのは簡単ですが音を出すのに苦

労しました。ブタ笛は簡単に「ブー、ブー」と音が出て楽しく大合奏になり、

とてもにぎやかな工作教室でした。（講師：大橋美枝子さん）

今
後
の
行
事
予
定

秋の虫はもう鳴き

始めています♪ 

アカトンボの仲間が 

８月には沼周辺で見

つかっています 


